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計によれば、国内の高等教育機関における外国人留学生の数は、2018 年 5 月の時












のは、1983 年の「留学生 10 万人計画」、2008 年の「留学生 30 万人計画」、そして
「スーパーグローバル大学創成支援事業」（2014 年）を含め、21 世紀に入って施行
された、より包括的な大学の国際化を目指す一連の政策である。
⑴　「留学生 10 万人計画」: 援助型の受け入れによる国際化
　1983 年に策定された「留学生 10 万人計画」は、当時の中曾根内閣による国際化
の試みである。策定当時、日本が受け入れていた留学生は 8,116 人と「他の先進諸














つ友好促進を目指す援助型の姿勢が、2008 年の「留学生 30 万人計画」まで日本の
留学生政策の基本的な枠組みとなった。












するというのが標準的な「日本留学モデル」17 として定着し、今なお約 7 割の留学
生が日本語学校を経て進学している 18。後に「短期留学推進制度」（1995 年）により、
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⑵　 「留学生 30 万人計画」：援助から獲得へ ―「優秀な留学生の戦略的獲得」によ
る国際化
　そして 2008 年の「留学生 30 万人計画」において、日本の留学生政策は新たな
局面を迎える。援助から獲得への転換である。「30 万人計画」は、2020 年を目途に、



















































第 22 号、2016 年、35-54 頁）
28　前掲『「留学生 30 万人計画」の骨子』
29　文部科学省「平成 21 年度 国際化拠点整備事業（グローバル 30）公募要領」2009 年
　  （https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfi
le/2009/05/13/1260324_01_1.pdf）


























　　http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/cyouki.htm（2019 年 8 月 20 日閲覧）
32　工藤 ･ 上別府 ･ 太田、前掲論文
33　工藤 ･ 上別府 ･ 太田、前掲論文
34　「21 世紀 COE （Center of Excellence） プログラム」（2002 年）、「特色ある大学教育支援プロ
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内 43 は、日本の 4 年制大学の英語プログラムを ①「国内留学型」（9 割以上が日本
人学生）、②「双方向学習型」（留学生と日本人学生が混在）、③「アジア英語圏留















いてグローバル 30 の 12 校がトップ型・グローバル化牽引型いずれかに採択され、
継続した取り組みを行っていることと、「日本語教育の充実」が「スーパーグロー
in terms of ‘The 300,000 International Students Plan’ by the Japanese Ministry of 
Education” (Paper presented at the Fourth Center for Language Studies International 
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　13 校のうち 9 校が旧帝国大学や有力私立大学を含む上位大規模校、いわゆる「旗















京工業大学を合わせた国立 8 校と有力私立大学 3 校（慶應義塾、早稲田、立命館）をさ
す。[Yonezawa Akiyoshi, “Japanese Flagship Universities at a Crossroads,” Higher 



















稲田大学・日本語教育研究センター [1988 年 ]、国際基督教大学・グローバル言語
教育センター [1991 年 ]）に加えて、他の採択校でも全学組織を新設するなど日本
語教育の一元化を図り、初級から上級まで体系的に学べる日本語教育が提供されて
いる（例：東京大学・日本語教育センター [2010 年 ]、立教大学・関西大学 [ 共に
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